
令和５年 令和６年 増 減 数 令和５年 令和６年 増 減 数

発生件数(件) 2767 2805 ＋３８ 発生件数(件) 35 33 -2

負傷者数(人) 3375 3429 ＋５４ 負傷者数(人) 44 42 -2

死 者 数(人) 43 28 －１５ 死 者 数(人) 0 0 ±０

　　　期間：令和７年１月１日（水）～５月３１日（土）までの５か月間

　　　参加：５４事業所、２１２チーム、１００８人（12/27現）

☆降積雪期における輸送の安全確保の徹底について

　　　（一社）滋賀県トラック協会　安全環境委員会

　　　　　　　　　令和６年度滋賀県交通安全スローガン　“思いやり 乗せて走ろう 滋賀の道”

【事故の特徴】
◎　発生件数と負傷者数は増加しましたが、死者数－１５、重傷者数－４１と大きく減
　少しました。
　　しかしながら、結果として２８人の尊い命が交通事故で失われていることは事実で
　あり、交通死亡事故「ゼロ」に向けた取り組みが必要であります。
　　誰も交通事故を起こそうとは思っていないにも関わらず、ちょっとした不注意から
　大きな事故を起こしてしまっている人がたくさんおられます。
　　運送業に携わる皆さんは、運転する機会が多いだけに事故に遭遇する危険度が高い
　ことは周知の事実です。
　　「後悔先に立たず」安全運転に努めて頂き、今年１年が、皆さんにとって「笑顔の
　年」となるようお祈りしております。

◎滋賀県内の交通事故発生状況

※　令和６年については概数となります。 ※　各年とも１１月末数となります。

◎県内発生の滋賀ナンバートラック
（事業用）人身事故件数

　旧年中は色々とお世話になりありがとうございました。本年も、会員事業者の皆様の
交通事故防止に役立てて頂けるよう、積極的に「交通安全ニュース」を発行してまいり
たいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い致します。

　これから本格的な降積雪期を迎える中、輸送の安全確保等に必要な情報とし
て全ト協のHPに雪道対策特設ページが開設されています。是非参考としてく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全ト協　雪道対策特設ページ

令和 ７年 １月

第１６６号

“新年明けまして

おめでとうございます”

令和６年中の交通事故発生状況

交通安全ニュース

第１０回 事業用自動車無事故・無違反運動 スタート！



グラフで見る交通事故発生状況（令和6年概数）

１　県内の交通事故発生状況（前年同時期との比較）

２　交通死亡事故の特徴（死者数）

　　※    生存不可とは、非着用のうち着用していても助からなかった
　　　　と推定されるもの
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※特殊車を除く。



  
令 和 ７ 年
（２０２５)

１ 月 号

発行 滋賀県高速道路交通安全協議会・滋賀県高速道路交通警察隊

☆車間距離をとり、ゆっ くりした速度で走行しましょう 。

☆カーブではゆっくり操作をとしましょう。

☆橋の上やトンネル出入口付近は、速度を落としハン

ドルをしっかり握って走行しましょう。

☆日暮れから翌朝までは、凍結によるスリップ事故が

起きやすいので注意して走行しましょう。

★アクセル・急ブレーキは踏まないこと。

★タイヤの摩擦力が戻るまで急な操作はせずに

待つこと。

今年の冬は強い寒気の影響で平地でも積雪の恐れがあり

ます。

大雪特別警報や大雪に対する緊急発表が行われるよ うな

異例の降雪がある場合などは 「チ ェーン規制 」がかかり 、チェ

ー ン を装着 していない車両は高速道路を利用

することができません。

必ず冬用タイヤを装着すると ともに 、チ ェーンの準備も忘れな

いでください。

☆道路交通法などで、積雪や凍結した道路では、タイヤ

チェーンなどを取り付けるよう定められています。

違反すると罰則がある他、高速道路を通行できないこ

ともあります。



雪に関する情報も掲

載しているよ！

道 路 交 通 情 報 を 確 認 し ま し ょ う
☆道路が渋滞し、予定通りに車が進まないとイライラした気

持ちで運転することになり、交通事故の原因となります。

事前に道路交通状況を確認し、時間に余裕のある運行計画

をたてましょう。

出 か け る 前 に 車 両 の 点 検 を し ま し ょ う
☆燃料、ブレーキ装置、灯火類等の点検は確実に行いましょう 。

☆車の故障等で、万一高速道路上で車を止めなければならなくな

った場合に必要な停止表示板、発炎筒を準備しておきまし ょ う 。

休 憩 を 取 り な が ら 運 転 を し ま し ょ う
☆高速道路では、運転開始後１時間以内に多くの事故が発

生しています。こまめに休憩をするようにしましょう。

☆眠気を感じたら速やかに休憩をとって眠気を 覚まして

から運転をしましょう。

逆 走 に 注 意 し ま し ょ う
☆進行方向をしっかり確認する！

インターチェンジ（ＩＣ）やサービスエリアなどから

本線に流入する時は、案内標識や道路標示で進行方向

をしっかり確認しましょう。

☆本線でのUターンや後退は絶対禁止！

うっかりして降りるＩＣを通り過ぎた時は、次のＩＣまで行き、「一般レーン」

で料金所の係員に事情を説明して下さい。ＩＣを間違えた際の手続きや目的の

ＩＣまでの行き方等を教示してくれます。

年始には 、レジ ャーや帰省に伴 う車両集中による渋滞が発

生し 、また 、長時間の運転による集中力の低下や疲労の蓄積

を原因 とする追突事故が多発します 。雪による影響で道路状

況が変わるお それ も あ り ま す 。 次の こ と に十分注意 し て事故

に遭わないように気をつけましょう 。


